
鑑
難

ハ1b.32昭和54年8月1979一 風不死岳(支 笏湖)一

協
会
活
動
状
況

(特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
会
場
は
事
務
所

に
お
い
て

)

●
六
月
九
日

(土
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
、
辻
井
、
新
妻
、
狩
野
、
大

山
、
長
谷
川
、
高
畑
(参
与
)

議

題

上
熊
牛
芽
室
発
電
所
計
画
に
伴
う
環
境
調
査

に
つ
い
て

去
る
六
月
二
、
三
日
に
わ
た
っ
て
大
山
理
事

きと
高
畑
参
与
が
十
勝
の
現
地
に
赴
い
て
調
査
し

て
き
た
内
容
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
利
用
し

な
が
ら
の
両
人
の
説
明
を
中
心
に
こ
の
調
査
を

受
託
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
を
か
さ
ね

た
が
、
十
勝
川
水
系
の
問
題
が
あ
り
、
全
面
的

に
担
当
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
一

部
か
、
調
査
方
法
に
つ
い
て
の
意
見
か
、
調
査

結
果
に
つ
い
て
の
検
討
部
門
に
一
役
を
担
う
か

の
分
野
担
当
が
妥
当
と
し
て
、
会
長
よ
り
そ
の

旨
会
社
あ
て
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
六
月
十
日

(日
)

嚇
第
七
回
環
境
週
間
記
念
親
子
記
者
座
談
会
が

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
運
動
実
行
委
員
会
主
催

の
も
と
に
日
赤
会
館
で
開
か
れ
た
が
、
狩
野
理

事
が
出
席
し
た
。

●
六
月
十

一
日

(月
)

常
任
理
事
会
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
、
会
長

よ
り
電
源
開
発
㈱
に
回
答
し
た
。
会
社
側
と
し

て
は
そ
の
旨
を
も
ち
帰
り
、
ど
の
よ
う
に
進
め

る
か
に
つ
い
て
内
部
検
討
し
た
い
旨
、
返
答
さ

れ
た
。

●
六
月
十
六
日
(土
)
十
七
日
(日
)

第
二
十
五
回
(財
)
日
本
野
鳥
の
会
全
国
大
会

が
、
北
海
道
で
は
初
め
て
の
催
し
と
し
て
、
苫

小
牧
市
郊
外
の
ウ
ト
ナ
イ
湖
畔
で
開
か
れ
た
。

こ
れ
は
同
時
に
、
日
本
で
は
最
初
の
「
野
鳥
サ

ソ
ク
チ
ュ
ァ
リ
」
が
ウ
ト
ナ
イ
湖
に
決
定
さ
れ

た
こ
と
の
意
味
を
確
認
す
る
大
会
で
も
あ
り
、

意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
大
会
出
席
者
約
二

〇
〇
人
。

●
六
月
十
七
日

(臼
)

講
演
と
映
画
の
夕
べ

映

画

欧
米
の
野
鳥
保
護

講

演

1

野
鳥
の
保
護
区
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

日
本
野
鳥
の
会
研
究
部
長

塚
本
洋
三
氏

2

野
鳥
と
の
ふ
れ
あ
い

日
本
野
鳥
の
会

理
事

高
野
伸
二
氏

会

場

札
幌
市
教
育
文
化
会
館

参
加
者

約
五
十
名

●
六
月
二
十
五
日

(月
)

市
役
所
議
事
課
に
て

「
月
寒
、
精
進
川
の
保

全
林
整
備
に
関
す
る
要
望
」
の
件
が
廃
案
と
な

っ
た
の
で
継
ぞ
く
審
議
に
つ
い
て
の
手
続
を
す

る

(
こ
の
件
は
昨
年
要
望
し
、
現
地
調
査
も
な

さ
れ
た
の
に
、
審
議
未
了
の
ま
ま
各
議
員
の
任

期
満
了
、
選
挙
と
い
う
事
態
に
な
り
、
廃
案
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
)。

●
六
月
二
十
七
日

(水
)

「滝
野
す
ず
ら
ん
丘
陵
公
園
起
工
式
」
と
そ

れ
を
祝
す

「
祝
賀
会
」
が
札
幌
開
発
建
設
部
、

道
、
市
の
三
者
主
催
で
開
催
さ
れ
、
石
川
会
長

が
出
席
。
滝
野
国
営
公
園
は
い
よ
い
よ
建
設
に

向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
七
月
二
日

(月
)

会

報
三

一
号
を
会
員
及
び
関
係
方
面
発
送

「
月
寒
、
精
進
川

の
保
全
林
整
備
に
関
す
る

請

願
」
の
趣
旨
を
説
明
す

る
と
と
も
に
紹
介
議

員
に
な

っ
て
い
た
だ
く

べ
く
、
真
駒
内
環
境
保

全
懇
話
会

(市
川
正
良
氏
外

一
名
)
、
羊
力
丘
自

然
愛
好
会

(高
畑

滋
氏
)
、

当

協

会

よ
り

会

長
、
事
務
局
長
が
、
道
議
会
文
教
林
務
副
委
員

長
平
野
明
彦

(
自
)
議
員
、
星
野
健

三

(社
)

議
員

を
個
別

に
訪
問
し
た

(
道
議
会

の
場

合
も

市
議
会

と
同
様

の
結
果
と
な

っ
た

の
で
、
陳
情

を
請
願

に
改

め
て
再
度

出
直
し

の
形
と
な

っ
た

の
で
あ

る
)
。

●
七
月
四
日

(
水
)

「
月
寒
、
精
進
川
」

の
件

で
、
市
議
会
環
境

委
員
会
が
開

か
れ
た

の
で
、
陳

情
者
と
し
て
八

木
副
会
長
が
趣
旨
を
説
明
し
た
。
そ
の
席

で
、

「
更

に
検
討
を

つ
づ
け
る
と
と
も

に
、
現
地
調

査
も

し
た

い
」
旨
回
答
さ
れ
た
。
市

川
、
事
務

局
長
も
出
席
。

●
七
月
五
日

(
木
)

「
月
寒
、
精

進
川
」
の
件

で
、
道
議
会

に
会

長
、
事
務
局
長
、
市
川
の
三
人
が

訪
れ
、
関
根

建

二
(社
、
南
区
選
出

)
、
高

木
繁
光

(自
、
豊

平
区
選
出

)
、
本
間
喜
代
人

(
共
)
、
木
下

一
見

(道
政

ク
ラ
ブ
)
各
議
員

に
そ
れ
ぞ
れ
趣
旨
を

説
明
し
た
。

●
七
月
六
日

(
金
)

、

前
日
に
引
き

つ
づ
き
、
道
議
会

に
会
長
、
事

務
局
長
、

市

川
の
三
人
が
訪
れ
、

水
岡

薫

(
自
、
南

区
選
出
)
、
高
橋

鉱
へ
公
)
両
議
員

に
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
旨
を
説
明
し
た
。

●
七
月
六

日

(
金
)

常
任
理
事
会

1



出
席
者

石
川
、
八
木
、
宗
像
、
辻
井
、
新

妻
、

狩
野
、
長
谷
川
。

議
題
と
内
容

1

会
誌
の
発
行

北
大
図
書
刊
行
会

と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
、
山
口

参
与
が
担
当
、
少
し
く
色
彩
を
変
え
て
年
度
内

に
発
行

を
目
指
す
。

2

自
然
保
護

シ
リ
ー
ズ

の
発
行

北
大
図
書
刊
行
会
と

タ
イ

ア
ッ
プ

し
、
辻
井

理
事
が
担
当
、
九
月
発
行

(
一
回
目
)
を

目
指

す
。

3

坂
本
直
行
氏

の
複
製
画

の
発
行

複
製
画

の
発
行
を
改

め
、
法
人
化

の
記
念
と

し

て
、
坂
本
直
行

氏
の
絵
を
購
入
す
る

こ
と
に

意
見

の

一
致
を

み
た
。

4

自
然
保
護
講
座

の
開
催

こ
の
秋

か
ら
実
施
す
る

こ
と
を
目
指

し
、
高

畑
参
与
が
担
当
。

5

講
演
会
、
懇

談
会

の
開
催

時
期
、
季

節
に
ふ
さ
わ
し
い

内

容

を

え

ら

び
、
地
方

で

の
開
催
、
他
団
体
と

の
共
催
も
と

り

い
れ
な
が
ら
、
常
任
理
事
会

の
都
度
、
開
催

を
検
討

す
る

(今
回
は
、
七
月
下
旬
か
八
月
上

旬

に
日
高
を

テ
ー

マ
と
し
、
鮫
島

惇

一
郎
氏
、

芳
賀
良

一
氏
を
講

師
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
に

決
定
)
。

6

自

然
に
親

し
む
会

野
田
理
事
が

担
当

し
具
体
案
を
検
討
す

る
。

7

全
国
自
然
保
護
大
会

八
月

二
十
五
、

六
日
、
富

山
市
で
開
催
さ
れ

る
が
会
長

に
出
席
し
て
も
ら
う
こ
と
に
決
定
。

8

そ

の
他

シ

ソ
ボ

ル

マ
ー
ク
作

成

の
件

、
会
費

の
郵
便

振
替
納
入

に
伴
う
手
数
料
を

加
入
者
負

担
に
す

る
件

、
腕
章
、
。バ
ッ
ジ
、
会
員
証

の
件
な
ど
検

討
。●

七
月
八
日

(
日
)

自
然
保
護
団
体
連

合
主
催

の
自
然
保
護
団
体

の
代
表
者
会
議
に
会

長
出
席
。

●
七
月
九
日

(
月
)

講

演
会

の
決
定

日
高
山
系
の
植

物
に

つ
い
て

鮫
島
惇

一
郎
氏

八
月
四
日

(
土
)

午
後

一
時
半
よ
り

日
高
山
系

の
動
物

に

つ
い
て

芳
賀
良

一
氏

八
月
十

一
日

(
土
)

午
後

五
時

よ
り

会

場
は
両

日
と
も
札
幌
市
教
育
文
化
会
館

●
七
月
十

日

(
火
)

「
月
寒
、
精
進
川
」

の
件
で
、
道
議
会

に
会

長
、
事
務
局
長
、
市
川

の
三
人
が

訪
れ
、
三
上

勇
(
自
)
、
藤
井

猛

(自

、
党
道
連
政
務
調
査

会
長
)
、
熊
谷
克
治

(社
、
文
教
林
務
常

任
委
員

長
)
、
米
村
邦

敏
(
社
)
各
議
員

に
そ
れ
ぞ
れ
請

願

の
趣

旨
に

つ
い
て
説
明
。

●
七
月
十
三
日

(金
)

「
月
寒

、
精
進

川
」

の
件
は
紹
介
議
員

と
し

て
星
野
(社
)
、
関
根
(
社
)
、
本

間
(
共
)
、
高
橋

(
公
)
各
議
員
が
署
名
し

て
く
れ

た
の
で
道
議

会

に
請
願
書
と
し

て
正
式
に
提
出

し
た
。

●
七
月
十
五
日

(
日
)

愛
知
県
汐

川
で
開
催

さ
れ
た
第
四
期
第

九
回

理
事
会

に
お

い
て
理
事
団
体

に
推

せ
ん
さ
れ
た

旨
、
全

国
自
然
保
護
連
合
よ
り
通
知
あ

っ
た
。

●
七
月
二
十

日

(金
)

狩
猟
鳥
獣

の
捕
獲
禁
止

(
コ
ウ

ラ
イ
キ
ジ
、

オ

ス
ジ
カ
、

テ

ソ
)

に
つ
い
て

の
公
聴
会
が
道

庁

に
て
開
催
さ
れ
、
当
協

会
も
意
見
書

の
提
出

を
求

め
ら
れ

て
い
た
が
、
新
妻

理
事
が
出
席

し

「
捕
獲
禁

止
賛
成
」

の
意
見

を

の
べ
た
。

●
七
月
二
十
日

(金
)

電
源
開
発
㈱
よ
り
上
熊
牛
ダ
ム
の
件
は
北
大

の
岸
教
授

(河
川
工
学
)
を
委
員
長
と
す
る
委

員
会
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
実
施
し
、
調
査
を
終
了

し
た
段
階
に
お
い
て
当
協
会
の
ご
意
見
を
仰
ぐ

方
針
で
あ
る
旨
、
会
長
あ
て
回
答
が
あ
っ
た
。

七
月
二
十
三
日

(月
)

「月
寒
、
精
進
川
」
の
件
に
つ
い
て
、
市
議

会
環
境
常
任
委
員
会
で
八
木
副
会
長
よ
り
陳
情

さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
、
常
任
委
員
の
一
ノ
宮
弥

増
治
(自
)、
加
藤
隆
司
(自
)、
水
由
正
美
(社
)

大
杉
達
司
(共
)、
山
本
長
和
(公
)、
磯
野
開
丈

(新
政
ク
ラ
ブ
)
各
議
員
に
そ
れ
ぞ
れ
陳
情
の

趣
旨
を
、
会
長
、
事
務
局
長
、
市
川
ほ
か
二
名

が
説
明
し
た
。

●
七
月
二
十
八
日
(土
)

開
発
道
道
静
内
、
中
札
内
線
の
開
設
に
反
対

し
、
日
高
山
脈
を
守
る
た
め
に
、
北
海
道
自
然

保
護
団
体
連
合
、
十
勝
自
然
保
護
協
会
、
旭
川

・
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
、
道
岳
連
等
の
方
々

と
足
並
み
を
揃
え
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
の
会
議
室

に
お
い
て
、
道
土
木
部
、
生
活
環
境
部
の
関
係

者
と
意
見
の
交
換
を
行
い
、
開
設
反
対
の
意
志

表
示
を
し
た
。

●
八
月
四
日

(土
)

講
演
会

札
幌
市
教
育
文
化
会
館

演
題

日
高
山
系
の
植
物

講
師

鮫
島
惇

一
郎
氏

(国
立
林
試
北
海
道

支
場
育
種
研
究
室
長
)

●
八
月
十

一
日

(土
)

講
演
会

札
幌
市
教
育
文
化
会
館

演
題

日
高
山
系
の
動
物

講
師

芳
賀
良

一
氏

(帯
広
畜
大
教
授
)

□
受
託
調
査
事
業
の
概
要

(続
)

●
道

々
士
幌
、
然
別
湖
線

環
境

調
査

委
託
者
1

㈱
北
海
道
開
発

コ
ソ
サ
ル
タ

ソ
ト

(総
事
業
費

一
、

六
〇
〇
万
円
)

こ
の
線

の
開
設

計
画
が

去
る
四
十
七
年
に
表

面
化
し
た
お
り
に
、

ナ
キ
ウ
サ
ギ

の
生
息
地
を

通
過
す
る
危
険

の
あ

る
こ
と
や
、
東

ヌ
プ
カ
ウ

シ
山
北
斜
面

お
よ
び
西
斜
面

に
わ
た
る
地
域
が

植
物
学
上
比
類
な
き
重
大
な
地
域
で
あ
る
と
し

て
当
協
会
も
開
設
反
対

の
意
志

表
示
し
た
経
緯

も
あ
り

、
そ
れ
ら
が
総
合
さ
れ
、
残

す
と

こ
ろ

二
、
五
〇
〇

m
余

の
カ
所
で
事

業
が
中
断

さ
れ
、

現
在

に
い
た

っ
て
い
る
。

し
か
る
に
、

こ
の
た
び
道
土
木
部

の
方

で
①

こ
の
ま
ま
開
設
計
画
を
廃
案

と
す

べ
き

か
?
、

②
自
然
保
護
上
重
要
と
思

わ
れ
る
カ
所
を

ト

ソ

ネ

ル
工
法
で
抜
け

る
案

は
ど
う

か
?
、
③
別

ル

ー
ト
が
考
え
ら
れ

な
い
だ

ろ
う

か
?

の
三
案

に

つ
い
て
断
を
下
す

た
め
の
環
境
調
査
も
含
め
た

諸
調
査
を

一
括

し
て
当
該

コ
ソ
サ
ル
タ

ン
ト
に

委

託
し
た
も

の
で
あ

る
が
、
当
該

コ
ソ
サ

ル
タ

ソ
ト
で
は
環
境
調
査

に

つ
い
て
の
み
当
協
会
が

担
当
し
て
ほ
し

い
と
委
託
す

る
に
及
ん
だ
も

の

で
あ
る
。

当
該

カ
所
を
含
め
た
約
五
〇
〇
㎞
に
わ
た

る

地
域

に

つ
い
て
の
地
形
、
地
質

、
地
下
水
、
植

生
、
動
物

(小
型

、
中
型
、
大
型
哺
乳
類
、
昆

虫
類
、
鳥

類
、
両

せ

い
類
、
は
虫
類
、
魚
類
)

に
及
ぶ
自
然
環
境

の
現
況
調
査
を
通
し

て
環
境

影
響

の
予
測
、
評
価
、
保
全
対
策

に
つ
い
て

の

意
見
、
助

言
を
う

る
こ
と
を
ネ

ラ
イ
と
さ
れ

た

調
査

で
あ
る
。

即
ち
前
述

の
三
点

に
つ
い
て

の

是
否
、
意
見
を

の
べ
る
の
を
ネ

ラ
イ
と
さ
れ

た

2



も

の
で
、
来
年
度

は
、
本
年
度

の
補
足
調
査
を

し
な
が
ら
総
合
的
な
報

告
書
作
成
と

い
う
事
業

に
な

る
予
定
で
あ
る
。

調
査

の
担
当
は
、

地
形
、

地
質
、

地
下
水
が

石
川
俊
夫
、
.八
木
健

三
両

氏
、
植
生

は
辻
井
達

一
、
高
畑

滋

両
氏
、
動
物
は
阿
部

永
、
山

之
内

統
、
川
辺
百
樹
、
島

田
明
英

の
各
氏
ら

が
そ
れ
ぞ
れ
の
中

心
と
な

る
。

●
鵡
川
河
口
干
潟
周
辺

の
野
鳥
、
植
生
調
査

委
託
者
ー
㈱
野
外
科
学

(総
事
業
費

六
〇
万
円
)

鵡
川
河

口
は
、
従
来

よ
り
海
流
、
満
潮
、
川

の
増
水
な
ど
の
関
係

で
、
海
岸
線

に
沿

っ
て
平

行
に
走

る
潟
湖

に

一
つ
の
干
潟
を
作
り
、
さ
ら

に
河
口
縁

に
砂
質
性

の
も
う

一
つ
の
干
潟
を
作

っ
て
お
り
鳥
類

と
く

に
シ
ギ
、

チ
ド
リ
類

の
飛

来
地
と
し
て
も
重
要
な
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ

の
河
ロ
附
近

に
導
水
堤
を
作
ろ
う
と
す
る
動
き

も
あ
り
、
そ
の
是
否
を
検
討
す
る

こ
と
も
ネ

ラ

イ
の
中

に
含
ま
れ

て
い
る
調
査

で
あ

る
。

担
当

者
は
、
島

田
明
英
氏
が
中

心
と
な
る
。

□
受

託

調
査

事

業

の
報

告

●
高
見
発
電
所
及
び
関
連
施
設
周
辺
の
植
生

高
見
発
電
所
は
日
高
山
脈
中
部
イ
ド
ソ
ナ
ッ

プ
岳
周
辺
か
ら
西
流
す
る
静
内
川
中
流
部
に
建

設
さ
れ
る
。
本
調
査
で
は
発
電
所
な
ら
び
に
関

連
施
設
を
中
心
と
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
周
辺
部

地
域
の
植
生
を
対
象
と
し
た
調
査
で
あ
り
、
日

高
山
系
に
お
け
る
植
物
学
上
の
位
置
づ
け
と
、

重
要
・
貴
重
な
植
物
の
出
現
の
可
能
性
の
考
え

ら
れ
る
地
域
内
の
断
崖
、
岩
壁
の
調
査
な
ら
び

に
諸
施
設
の
建
設
部
位
の
植
生
の
把
握
に
重
点

が
お
か
れ
た
。

鴨
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こ
の
調
査
、
資
料

に
関
す
る
か
ぎ
り

で
は
本

地
域

に
は
と
く

に
顕
著
な
高
山
植
物

の
下
降

は

み
ら
れ
な

い
。
プ

リ
ム
ラ
属

の

一
種

や
、

タ
カ

ネ
や

ハ
ズ

ハ
ハ
コ
ら
し

い
も
の
の
存
在
、
や
や

稀

少
な

ア
オ
チ
ヤ

セ
ン
シ
ダ
や
石
灰
岩
植
物
と

し
て
の
ク

モ
ノ

ス
シ
ダ

の
所
生
も
注

目
す

べ
き

こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
パ

ッ
ク
ウ

ォ
ー
タ
ー
付

近

、

ホ
ロ
カ
ウ

ソ
ナ
イ
沢
斜
面

に
あ

る
若
干

の

キ
タ
ゴ

ヨ
ウ
群
落
も
日
高
地
方

の
注

目
す

べ
き

分
布

種
で
あ

る
。

ま
た
、
北
斜
面

に
概
し
て

シ
ダ
型
、

ス
ゲ
型

の
植
生
類
型
が

み
ら
れ
、
南
斜
面

に
は
サ
サ
型

が

み
ら
れ

る
傾
向
も
、
植
生

の
回
復
を
考
え

る

と
き

の
参
考
と
な

る
だ
ろ
う
。
な
お
、
植
生

の

保

全
計
画
、
施
設
跡
地

の
緑
化
計
画
に
は
今

回

の
調
査
結
果

を
充
分

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
が

望

ま
し

い
と
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

(
発
行
者
-
道
自
然
保
護
協
会
、
五
十
三
頁

、写

真
九
、
図
表

=

ハ
、調
査
担
当
-

辻
井
達

一
氏
)

●
日
高
山
系

自
然
生
態
系
総
合
調
査
報
告

書

本

調
査

は
昭
和
五
十

一
年
度

か
ら
五
十

三
年

度

ま
で
の
三
力
年

に
わ
た

っ
て
調
査

さ
れ
た
も

の
で
、
日
高
山
系

の
動
植
物
等

に
関

し
て
は
断

片
的

な
調
査
報
告
が
あ

る
に
と
ど
ま
り
、
総

合

的
な
調
査
研
究
が
ま
た
れ
て

い
た
の
で
今

回
の

報
告

は
貴
重
な
も

の
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

(
動
物
篇
)

動
物

の
調
査
は
昭
和
五
十
三
年
度

の
み
で
日

高
山
系
全
体
を
調
査
で
き

な
か

っ
た
が
、
少
な

く
と
も
哺
乳
類
、
鳥

類
に

つ
い
て
は
北
部
域
、

中
部
域

の
主
要
な
地
域
の
調
査
を
行
う

こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
昆
虫
類

は
蝶
類

に
限
定
さ
れ

て

い
る
こ
と
な
ど
で
、
今
後
も
補
完
調
査
を
行
う

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
が
各
調
査
結
果
か
ら

み
る

と
、
日
高
山
系

の
動
物
相

は
北
海
道
に

一
般

的

な
も

の
で
あ
り
特
殊
性

は
認

め
ら
れ
な

い
。

し
か
し
、
高

山
帯

に
お
い
て
は
哺
乳
類
で
は

開

ナ
キ
ウ
サ
ギ
ヤ

ミ
ヤ

マ
ム
ク
ゲ
ネ
ズ

ミ
の
生
息

が
特
筆
さ
れ
る
。
鳥
類

に

つ
い
て
は

カ
ヤ
ク
グ

リ
、
ギ

ソ
ザ

ソ
マ
シ
コ
、

ハ
ギ

マ
シ

コ
、

ル
リ

ビ

タ
キ
な
ど
が

生
息

し
、
特

に
重
要
な
種
は
含

ま
れ
て

い
な

い
が

、
カ
ー

ル
内

の
鳥
類
群
集
は

急
峻
で
単

調
な
稜
線

や
山
腹

と
異
な
り
、
貴
重

な
存
在
で
あ
る
。
昆
虫

類
は
幌

尻

岳

に

お

い

て
は
、
天
然

記
念
物

で
あ

る
カ
ラ
フ
ト
ル
リ
シ

ジ

ミ
、
ダ
イ

セ
ツ
タ
カ
ネ

ヒ
カ
ゲ
な
ど
が
含
ま

れ
、
特
に
後

者
は
大

雪
山
系

の
も

の
と
別
種

で

あ

る
可
能
性
が
あ

る
と

い
う
。

ま
た
、

エ
ゾ

ツ

マ
ジ

ロ
ウ

ラ
ジ

ャ
ノ
メ
は
日

高
山
系

の
み
に
分
布
が
局
限
さ
れ
る
な
ど
、
カ

ー
ル
地
形
や
植
生
と
密

接
な
関
連

を
有

し
て
い

る
。は

虫
類
、
両
生
類

に
つ
い
て
は
、
カ
ー

ル
内

に
お
い
て

エ
ゾ

サ

ソ
シ

ョ
ウ
ウ
オ
と

エ
ゾ

ア
カ

ガ

エ
ル
が
観
察
さ
れ
た

の
み
で
、
特
筆

す

べ
き

こ
と
は
認

め
ら
れ
な

か

っ
た
。

し

か

し
、

分

類
、
形
態
、
生
態
な
ど

に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査

す

る
必
要
が
あ

ろ
う
。

動
物
学

上
の
問
題
点

に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ

の
部
門

で
論
議
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を

総
括
す

る
と
、
日
高
山
系

の
地
史
的
背
景

と
動

物
相
と

の
関
係
が
、
極
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
日
高

山
系

の
高
山
帯
に
み
る
、

い
ま
だ
人
為
的
影
響

を
強

く
う
け
て

い
な

い
現
存

す
る
原
生
自
然

環
境

の

生
態
系
は
、
将

来
そ

こ
に
及
ぼ
さ
れ

る
か
も

し

れ
な

い
、

い
か
な
る
人
為
的
改

変
か
ら
も
保

護

す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
学
術
研
究

お

よ
び

教
育

の
用

に
供
す

る
と
と
も
に
、
人
類

の

文
化
的
遺
産
と

し
て
恒
久
的

に
確
保

さ
れ
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
地
域

で
あ

る
と

い
え
る
。

(
発
行
者
-
道
、

一
〇

六
頁
、
写
真
六
、
図
表

九
三
。
調
査

担
当
-
芳
賀
良

一
、
藤
巻
裕
蔵
、

小

野
山
敬

一
、
平
井
剛
夫
、
田
中
栄

一
の
各

氏
)

(
植
物
篇
)

全
体
的

に
み
て
、

日
高
山
系

の
海
抜
高

お
よ

そ
六
〇
〇
～

八
○
O

m
以

上
の
部
分

は
、
植
物

相

の
原
始
性
が
損

わ
れ

て
お
ら
ず
、
山
岳
、
峡

谷

の
峻
険

さ
を
加
え

た
総
合
的
景
観
は
大
雪
山

国
立
公
園
に
勝

る
と
も

い
え

る
地
域

で
あ
り
、

こ
の
地
域
の
保
全
、
保
護

は
こ
う
し
た
原
始
性

を
損

わ
な

い
対
策

に
よ

っ
て
の
み
可
能

で
あ
ろ

う
。O

特

に
保
護

す
べ
き

地
域

1

幌
尻
岳
-
戸
蔦
別
岳
ー
美
生
岳
域

…
…

こ

の
地
域
は
、
森
林

、
峡
谷
、

カ
ー
ル
、
高
山

植
物
群
落

な
ど
の
組
合

せ
に
お
い
て
山
脈
中

す
ぐ
れ
た
も

の
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
少
な
く

と
も
海
抜
七
〇
〇

m
以
上
の
部
分

は
保
護
が

必
要
で
あ
る
。

2

カ
ム
イ

エ
ク
ウ

チ
カ
ウ

シ
山
ー

8
の
沢
i

9
の
沢
域
…
…
こ
の
地
域

は
、
北
部
日
高

の

南
端
と
な
り
、
原

生
的
森
林

と
深

い
峡
谷
、

カ
ー
ル
群

と
罎

性
潅
木
植
物
群
落
、
高
山
草

原
群
落

に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ

る
。

3

コ
イ
カ
ク

シ

ュ
サ

ッ
ナ
イ
岳
ー

ヤ
オ

旨
マ

ッ
プ
岳
ー

ペ
テ
ガ
リ
岳
域

…
…
深

い
峡
谷
、

急

峻
な
斜
面

A
、

B
、

C
の
カ
ー
ル
群
、

バ

ク
サ

ソ
イ

チ
ゲ

の
群
落
、

ウ

コ
ソ
ウ
ッ
ギ
群

落
な
ど
中
部

日
高

を
代
表
す

る
地
域

で
あ
り

原
始
性

の
よ
く
保

た
れ

て
い
る
峡
谷
が
と
く

に
す
ぐ
れ
て

い
る
。

3



4

神
威
岳
ー

エ
ゾ

マ
ツ
岳
-
中

ノ
川
域

…
…

原
始

性
を
保

っ
て

い
る
峡

谷

に
支
え
ら
れ
た

南

日
高
を
代
表
す
る
地
域

で
あ

る
。

O
特

に
保
護
す

べ
き

山
岳

と
高

山
性
植
物

群
落

1

ペ

ン
ケ
ヌ
シ
山
…
…
と
く
に
海
抜
高

八
○

O

m
以
上
を
保

護
す
べ
き
範

囲
と
す

る
。

2

千
呂
露
岳
…
…
か
ん
ら

ん
岩
特
有

の
植
物

群
落
と
、
高
山
植
物
群
落

の
組
合

わ
せ
に
よ

る
す
ぐ
れ
た
お
花
畠

を
も

つ
山
岳

で
あ

る
。

3

エ
サ
オ

マ
ン
ト
ッ
タ
ペ
ツ
岳

…
…
北

力
ー

ル
、
東

力
ー
ル
を
も

ち
、

ま
と
ま

っ
た
高
山

植
物
群
落
を
有
す
る
山
岳

と
し
て
保
護
す

る

必
要
が
あ
る
。

4

ト

ヨ
ニ
岳
、
野
塚
岳

、
オ

ム
シ
ヤ
ヌ
プ

リ
、

楽
古
岳
…
…
南
部

日
高
の
貴
重

な
高
山
植
物

群
落

で
あ
る
。

O
特

に
保
護
す

べ
き

森
林

1

日
勝
峠
ダ

ヶ
カ

ソ
バ
林

2

ウ

エ
ソ
ザ

ル
川
針
葉
樹
林

3

春
別
川
針
葉
樹
林

(春
別
川

上
流
域
)

4

楽
古
川
広
葉
樹
林

(楽
古
川

上
流
域
)

(
発
行
者
-
北
海
道

、
総
説
篇

を
含

め
て
四
三

二
頁
、
写
真

一
二
、
図

一
五
〇
、
表

一
二

一
。

調
査
担
当
-

鮫
島
惇

一
郎
、
佐
藤

謙
、
森

田

健

次
郎
、
塩
崎
正
雄
、
樋

口
正
信
、
野
崎

裕

清
水
雅
男
、
岸

田
昭
雄
、
高
橋
邦
秀
、
真

田

勝
、
馬
場
繁
幸

の
各
氏
)

●
苫
小
牧
市
自
然
環
境
将
来
予
測
等
継
続
調
査

五

十
三
年
度

の
調
査

は
、
五
十

一
年
度

か
ら

始
め
ら
れ
た

こ
の
調
査

の
三
年
度

目
と

し
て
計

画
、
実

施
さ
れ
た
も

の
で
、
地
衣
類
と
土
壌
動

物

(
ト
ピ

ム
シ
類
)

の
二
項
目
と
さ
れ

た
。

地
衣
類

に
つ
い
て
は
樽
前
山
南
斜
面
な
ら
び
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に
市
街
地

の
調
査

で
あ
り
、
土
壌
動
物

に
つ
い

て
は
、
市
街
地
ー

湿
原
-
草
原
ー
人
工
林
-

二

次
林
と

い
う
自
然
度

の
勾

配
を
カ
バ

ー
す

べ
く

従
来

は
ス
テ
ー
シ

ョ
ソ
を
設
定

し
て
き
た
が
、

本
年

は
こ
れ

に
加
え
て
海

浜
か
ら
内
陸

へ
と

い

う
環
境

の
勾
配
を
考
慮

に
い
れ
て
実
施

し
た
。

地
元
群
落
は
市
街
地
型

と
郊
外
型

に
二
大
別

さ
れ
、
代
表
的
な
地
衣
類

の
分
布
域
と

ほ
ぼ

一

致

し
、
市

に
お
け
る
地
衣
類

の
チ

エ
ッ
ク
リ

ス

ト
を
作
製
す
る

こ
と
が
で
き

た
。

ま

た
、

こ
の
三
年
間
で

ト
ピ

ム
シ
類

は
少
な

く
と
も
四

二
種
を
記
録

し
た

こ
と
に
な
り
、
市

の
ト
ピ

ム
シ
の
フ
ァ
ウ

ナ
は
次
第

に
明
ら

か
に

な

っ
て
き

た
と

い
え
る
。
今
後

は
、
従
来

に
も

増

し
て
多
数

の
サ

ソ
プ

ル
を
と
る
必
要
が
あ

る

し
、
そ
れ

を
処
理
す
る
人
手
も

ま
た
入
用

で
あ

る
が
、

で
き
う
れ
ぽ
当
市
在
住

の
方

々
の
手

で

こ
の
仕
事

を

つ
づ
け

て
ほ
し

い
も

の
で
あ

る
。

(
発
行

者
ー
道
自
然
保
護
協
会

、
五
七
頁
、
写

真

二
五
、
図

一
〇

、
表

一
六
。

調
査

担
当
-
地

衣
類
-
柏
谷
博
之
、
土
壌
動
物
-
伊
藤
誠
夫

の

各

氏
)

●
石
狩
川
中
、
下
流
域
に
お
け
る
鳥
類
生
息

調
査
報
告
書

石
狩
川
河

口
域

に
お
け
る
秋

～
冬

の
鳥
類

は

五
七
種

(
ガ

ソ
、

カ
モ
類
九
種
、

シ
ギ
、

チ
ド

リ
類

一
八
種
、

カ
モ
メ
類
七
種
が
含

ま
れ

て
い

る
)

を
記
録

し
た
。
ま
た
夏
鳥

、
旅
鳥

の
渡

去

は
、
十
月

一
杯
を
も

っ
て
ほ
ぼ
終

っ
た
。

ガ

ソ
、

カ

モ
類

に
つ
い
て
は
、
十
月
中

旬
以

前

は
水
面
採
餌

の
カ
モ
類
が
、
そ
れ

以
後

は
潜

水
カ

モ
類
が
渡
来

し
た
。

シ
ギ

、
チ
ド

リ
類

は
九
月
上
旬

に
渡
来

の
ピ

ー
ク
を
迎

え
、
そ

の
後
減
少
し
て
十
月

終
り
か

ら
十

一
月
初

め
に
か
け
て

一
時
増
加

し
、
十

一

月

上
旬
で
渡
来
が
終

わ

っ
た
。

カ

モ
メ
類

は
ウ

ミ
ネ

コ
、

カ

モ
メ
が
大
半
を

占
め
、
十

一
月

上
旬

を
境

に
、
前
半

は
ウ

、ミ
ネ

コ
が
優
先

し
、
後
半

は
カ

モ
メ
が
優
先
し
た
。

ス
ズ

メ
目

に
つ
い
て
は
夏
期

の
種
類
構
成
と

ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
夏

期
に
記
録

さ
れ
な

か

っ
た

ム
ク
ド
リ
が
多

か

っ
た
。
十

一
月
三
日
ま

で
に

渡
去
し
た
。

石
狩
川
河
川
敷

に
お
け

る
夏
鳥

は
三
八
種
を

記
録
し
た
。
カ

ワ
ラ
ビ
ワ
、

ム
ク
ド

リ
、

ハ
シ

ボ

ソ
カ
ラ
ス
が
多

く
、
次

い
で

コ
ヨ
シ
キ
リ
、

ホ
オ
ァ
カ
、

ヒ
パ
リ
な
ど
が
多

か

っ
た
。

(
発
行
者
-
道
自
然
保
護
協

会
、

一
七
頁
、
図

四
、
表
五
。
調
査
担
当
-

島
田
明
英

氏
)

お

知

ら

せ

コ

ー

ナ

ー

●
第
九
回
北
海
道
自
然
保
護
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

の
開
催

主
催

北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合

主
管

十
勝
自
然
保
護
協
会

期
日

九
月

一
日
(土
)～
二
日
(日
)

主
題

日
高
山
系
そ
の
他
道
路
問
題
を
考
え
る

ー

シ
ソ
ポ
ジ
ュ
ー
ム

(
一
日
目
)

会
場

全
て
い
共
済
会
館

(帯
広
市
内
)

時
間

十
三
時
よ
り

主
題

日
高
中
央
横
断
道
路
問
題

2

巡
検

(
二
日
目
)

テ
ー
マ

士
幌
高
原
道
路
(九
時
ス
タ
ー
ト
)

総
括
会
議

北
大
士
幌
小
屋

(十
四
時
～
)

閉
会

十
六
時

参
加
費

二
、
五
〇
〇
円

宿
泊
者
の
参
加
費
用

四
、
八
○
○
円

●
第
九
回
全
国
自
然
保
護

大
会
の
開
催

主
催

全
国
自
然
保
護
連

合

期
日

八
月

二
十

五
～

二
十

六
日

(
土
、
日
)

1

総
会

、
記
念
講
演
、
分
科
会

(
一
日
目
)

会
場

呉
羽

ハ
イ
ツ

(富
山
市
城
山
)

2

現
地
報
告
、
分
科
会
報
告
、

パ
ネ

ル
デ

ィ

ス
カ

ッ
シ
ョ
ソ
、
全
体
会
議

(
二
日
目
)

会
場

前

日
に
同
じ

●
誤
記
の
お
わ
び

前
号

の
記
事
中

に

「
読
売
新
聞
記
者

・
紺
谷

友
昭
氏
」
と
す

べ
き
を

「
北
海

タ
イ
ム
ス
」
と

誤
記
し
た

こ
と
を
お
詑
び
致

し
ま
す
。

●

「
北
海
道
の
自

然
保
護
」

会
員

・
俵

浩
三
氏
の
三
〇

八
頁

に
及
ぶ
出

版
物
。
事
務
局

に
も
在
庫
若

干
が
あ

る
。

北
大
図
書
刊
行
会

発
行

・
一
、
六
〇
〇
円
、

送
料

一
六
〇
円
。

●
山
岳
画

カ
レ
ン
ダ
ー

一
九

八
○
年
度

カ
レ

ソ
ダ

ー

・
坂
本
直
行

氏

に
よ
る
山
岳
画
を
九
月
よ
り
販
売
す
る
予
定
で

す
。

一
、
○
○
○
円
、
北
海

道
自
然
保
護
団
体

連

合
発
行
。
ご
希
望

の
方

は
事
務
局

へ
。

昭
和

五
十

四

年

八

月

十

五

日
発

行

〇
六
〇

札
幌
市
中
央
区
北

一
条
西
七
丁
目

広
井
ビ
ル
五
階

発

行

所

灘
燗

北

海

道

自

然

保

護

協

会

電

話

(〇
一
一
)二
六
一ー
六
五
八
六
(代
)

(〇
一
一)二
五
一ー
五
四
六
五
(直
)

郵

便

振

替

口
座

小
樽

四
〇

五
五

北
海
道
拓
殖
銀
行
本
店
〇
一
七
二
五
九

北

海

道

銀

行

本

店

一
〇

一
四
四
四

発

行

人

石

川

俊

夫

印

刷

札

幌

印

刷

株

式

会

社
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